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※金額については、百万円未満切り捨て 
 

 
 

 

※上記には、今後の新規物件購入収益は含んでいない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第３期（平成 15 年 6 月期）決算のポイント 

 

 第３期 

 平成 15 年 1 月 1 日 

 平成 15 年 6 月 30 日 

 営業収益 

 （第２期） 

５,２６４百万円

（４,９７２百万円）

  経常利益 

 （第２期） 

１,９９１百万円

（２,００２百万円）

  当期純利益 

 （第２期） 

  １,９９０百万円

（２,００１百万円）

   一口当たり分配金 

（第２期決算発表時予想値） 

(公募増資発表時時予想値) 

   ６，８７３円 

  （６,０５０円） 

  （６,３００円） 

  総資産額 

 （第２期末） 

１４４,９８９百万円

（１０６,５７８百万円）

  純資産額 ５８,９７２百万円

� 新規物件取得（外部成長）が順調。 

� 新規物件の収益寄与で、前期並の利益を確保し、

分配金は６,８７３円（第２期６,９１２円）。 

� 新規物件は、｢ＭＳ芝浦ビル｣１１２億円、「クラ

レニッセイビル（梅田ロフト）」８０億円（７月

の追加取得を含め１３０億円）、「神南一丁目（渋

谷タワーレコード）」１２０億円の３案件で３１

２億円。 

� 新規物件の取得により、ポートフォリオバランス

が改善、クオリティも向上、期末稼働率も９３.

５％と０.１％上昇。 

� 今後の新規物件取得余力を企図して、７月～８月

にかけて公募増資３２１億円を実施。 

� 決算後取得した、「クラレニッセイビル（梅田ロ

フト）」追加分５０億円、「五反田ファーストビル」

２９.２億円を含め総資産額は１,５００億円を超

えた。 
 
 
 
 

第４期（平成 15 年 12 月期）運用状況の見通し 

� 「名古屋恒和ビル」４５.５億円を追加取得。  第４期 

 平成 15年 7月 1 日 

平成 15 年 12 月 31 日

  営業収益 ６,１２８百万円

  経常利益 ２,２５１百万円

  当期純利益 ２,４０８百万円

１口当たり分配金 ５,６００円

� 「安田生命天六ビル」を不動産投資法人第一号の

入替売却（売却額６億円、売却益約１.５億円、第

４期の収益貢献は約１.２億円）。 
� 今後も新規優良物件取得により、公募増資による

ダイリューション（一口当たり利益の希薄化）の

影響を極小化。 
 

 
 
 
 
 
 

 

� 投資口数ベースでは、金融機関が４９％（第２期末４２％）まで上昇する一方、外国投資家、一般事

業会社の比率が減少、個人投資主の比率はほぼ横這い。 
� 個人投資主数の減少は止まり６月末で１２千人と依然高い水準。 
� 公募増資で個人投資主に重点販売。 
� 「日本トラスティー・サービス信託銀行」に加え、「日本マスタートラスト信託銀行」他年金資金の増

加が見られる。 
� スポンサーである安田生命保険相互会社が公募増資に際して、投資法人の依頼により「グリーンシュ

ー・オプション」による４千口の売出しを実施。 

 
 
 
 
 

第 3 期末（平成 15 年 6 月末日）における投資口の状況 

 
 
  


